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平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
は
、
西さ
い

行ぎ
ょ
う（

西
行

法
師
・
西
行
上
人
）
が
生
ま
れ
て
か
ら
九
〇
〇
年

の
記
念
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
紀
州
と
非
常
に
ゆ

か
り
が
深
い
西
行
の
生
誕
九
〇
〇
年
を
記
念
し
て
、

和
歌
山
県
立
博
物
館
で
は
、
今
秋
（
一
〇
月
一
三

日
（
土
）
～
一
一
月
二
五
日
（
日
））
に
特
別
展

「
西
行
―
紀
州
に
生
ま
れ
、
紀
州
を
め
ぐ
る
―
」
を

開
催
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
紀
州
（
和
歌
山

県
）
が
育
ん
だ
歌
人
西
行
に
ま
つ
わ
る
、
書
・
和

歌
・
肖
像
・
絵
巻
な
ど
の
文
化
財
を
一
堂
に
集
め
、

西
行　

生
誕
九
〇
〇
年

紀
州
に
残
し
た
足
跡
と
と
も
に
、
西
行
の
事
績
を

振
り
返
る
機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
平
安
時
代
の
歌
人
西
行
は
、
元
永
元
年
（
一
一

一
八
）
紀
伊
国
田
中
荘
（
和
歌
山
県
紀
の
川
市
）

の
佐
藤
氏
一
族
の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
西
行
自

身
が
紀
州
田
中
荘
出
身
だ
と
語
る
直
接
的
な
資
料

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
西
行
の
祖
父
の
季
清
は
那
賀

郡
に
巨
大
な
寺
院
を
造
立
し
、ま
た
弟
の
仲
清
、甥

の
能
清
は
田
中
荘
・
池
田
荘
で
武
士
と
し
て
の
活

動
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
佐
藤
氏
一

族
は
明
ら
か
に
紀
州
那
賀
郡
、
な

か
で
も
田
中
荘
・
池
田
荘
を
基
盤

と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
藤

原
頼
長
を
し
て
、
西
行
は
「
家
富

み
」（
西
行
の
家
は
豊
か
で
あ
っ

た
）
と
言
わ
し
め
た
（「
台
記
」）、

西
行
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
の

紀
州
那
賀
郡
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
　
地
元

に
残
る
文
化
財
か
ら
探
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

西
行
の
故
郷

　
西
行
は
、
出
家
前
は
佐
藤
義の
り

清き
よ

と
い
う
名
前
で
、

京
都
で
院
北
面
の
武
士
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
し

た
。
二
三
歳
の
あ
る
と
き
、
世
の
無
常
を
感
じ
、
出

家
し
て
西
行
と
名
乗
り
ま
す
。
そ
の
後
、
高
野
山
・

天
野
（
高
野
町
・
か
つ
ら
ぎ
町
）
で
約
三
〇
年
間

に
お
よ
ぶ
隠
遁
生
活
を
送
る
な
ど
、
高
野
山
周
辺

で
多
く
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
間
に
全
国
各
地
（
四
国
・
関
東
地

方
・
東
北
地
方
な
ど
）
へ
遊
行
の
旅
に
出
て
、
歌

西
行　

紀
州
を
め
ぐ
る

西行法師像　伝文覚上人作（弘川寺蔵）

西行物語絵巻（館蔵）　八上王子を訪れた西行

西
行 

― 

紀
州
に
生
ま
れ
、紀
州
を
め
ぐ
る 

―

西
行
法
師
生
誕
九
〇
〇
年
記
念
　
特
別
展

開
催



「西行 再発見!」、西行学会大会
  　　（会場はいずれも和歌山県立近代美術館（博物館となり）2階ホール）

10月20日（土） 午後  山口 眞琴 氏（兵庫教育大学）「西行和歌の魅力」
10月27日（土） 午後  西行学会 大会　【講演／座談講演】
10月28日（日） 終日  西行学会 大会　【午前 研究発表／午後 シンポジウム】

11月 3日（土・祝） 午後  松本 孝三 氏（西行学会委員）「西行伝承のおもしろさ」
11月10日（土） 午後  礪波 美和子 氏（大和学園大学）「『撰集抄』の中の紀州譚」
11月17日（土） 午後  阿部 泰郎 氏（名古屋大学）・蔡 佩青 氏（静岡英和学院大学）・ 
  近本 謙介 氏（名古屋大学）・橋本 美香 氏（川崎医科大学）

 「西行物語絵巻の世界を読む」

西
行
の
連
続
講
座
を
開
催

　
特
別
展
会
期
中
に
は
、
西
行
研
究
の
第
一
人
者
た

ち
（
西
行
学
会
の
会
員
）
に
よ
る
連
続
講
座
、
な
ら

び
に
西
行
学
会
大
会
（
記
念
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

研
究
発
表
）
が
あ
り
ま
す
。
展
覧
会
と
あ
わ
せ
て
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
西
行
は
、
教
科
書
な
ど
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る

ほ
ど
の
有
名
人
で
あ
り
な
が
ら
、謎
に
包
ま
れ
、ま

た
伝
説
の
非
常
に
多
い
人
物
で
す
。
特
に
弘
川
寺

で
の
入
滅
が
西
行
の
宿
願
を
果
た
す
よ
う
に
涅
槃

に
入
っ
た
こ
と
や
、
新
古
今
和
歌
集
に
歌
が
最
も

多
く
採
用
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
生
き
様
へ
の

憧
れ
な
ど
、
死
後
す
ぐ
に
伝
説
化
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。
絵
巻
や
説
話
、
芸
能
（
能
・
狂
言
）、
各
地

に
残
る
西
行
伝
説
、
ま
た
そ
れ
を
絵
画
化
し
た
も

の
ま
で
、
様
々
な
文
化
財
が
各
地
に
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
後
の
時
代
に
お
い
て
西
行
へ
の
敬
慕
、
憧

れ
な
ど
興
味
が
尽
き
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
り
ま

す
。
西
行
の
足
跡
と
と
も
に
、
西
行
伝
承
な
ど
も

含
め
、後
の
時
代
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
も
、あ

わ
せ
て
考
え
る
機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
行
の
伝
説

西行物語絵巻（館蔵）　那智の滝を訪れた西行

田中荘

★
高
野
山

★
新
宮★

那
智

★
本
宮

（塩崎）
（和深山）

南部荘

を
詠
み
残
し
て
い
ま
す
。
西
行
が
詠
ん
だ
和
歌
の

う
ち
、
和
歌
山
に
関
わ
る
も
の
は
約
八
〇
首
あ
り

ま
す
。
高
野
山
や
千
里
の
浜
（
み
な
べ
町
）、
八
上

王
子
・
岩
田
（
上
富
田
町
）、
熊
野
三
山
（
那
智
・

新
宮
・
雲
取
・
七
越
峰
な
ど
）
の
ほ
か
、
吹
上
浜
・

和
歌
浦
（
和
歌
山
市
）、
真ま

国く
に

（
紀
美
野
町
）、
糸

我
山
（
有
田
市
）、
日
高
郡
、
白し

ら

良ら

浜は
ま

（
白
浜
町
）

な
ど
で
も
歌
を
詠
み
残
し
て
い
ま
す
（
図
）。
西
行

の
歌
と
と
も
に
、
当
時
の
紀
州
の
風
景
を
想
像
し

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
西
行
の
生
涯
を
描
い
た
「
西
行
物
語
絵
巻
」
に

は
、
高
野
山
、
千
里
の
浜
、
八
上
王
子
、
那
智
の

滝
で
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
展
示
で
は
、

様
々
な
西
行
物
語
絵
巻
を
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

　
西
行
は
、
出
家
後
は
主
に
高
野
山
で
暮
ら
し
て

い
ま
し
た
が
、「
高
野
山
を
住
み
う
か
れ
て
（
住
み

づ
ら
く
な
っ
て
）」（「
千
載
和
歌
集
」）、
伊
勢
に
移

り
七
年
余
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
鎌
倉
・

奥
州
（
東
北
）
な
ど
を
訪
れ
、
晩
年
に
は
河
内
国

弘ひ
ろ

川か
わ

寺で
ら

（
大
阪
府
河
南
町
）
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
に
入
滅
し
ま

す
。「
願
は
く
は
花
の
下
に
て
春
死
な
ん
　
そ
の
如

月
の
望
月
の
こ
ろ
」
と
い
う
歌
は
あ
ま
り
に
有
名

で
す
。
こ
の
特
別
展
で
は
、
伊
勢
や
河
内
（
弘
川

寺
）
に
関
わ
る
文
化
財
も
展
示
す
る
予
定
に
し
て

い
ま
す
。
西
行
の
紀
伊
半
島
で
の
足
跡
を
辿
り
ま

す
。 高

野
か
ら
伊
勢
、
そ
し
て
弘
川
寺
へ図　紀伊国内で西行が歌を詠み残した場所

【特別展イベント】

連続講座



　
一
九
世
紀
初
頭
か
ら
明
治
一
〇
年
（
一
八
七

七
）
頃
に
か
け
て
の
約
八
〇
年
間
、
紀
州
（
現

在
の
和
歌
山
県
と
三
重
県
の
一
部
）
で
は
、
富

国
政
策
の
一
環
と
し
て
、
陶
磁
器
生
産
が
盛
ん

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
数
量
、
デ
ザ
イ
ン
と
も
に

多
く
の
製
品
が
作
ら
れ
、
な
か
で
も
「
紀
州
三

大
窯
」
と
し
て
知
ら
れ
る
偕
楽
園
焼
、
瑞
芝
焼
、

南
紀
男
山
焼
で
は
数
々
の
名
品
が
生
み
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
偕
楽
園
焼
は
、
十
代
藩
主
徳
川
治
宝
（
一
七

七
一
～
一
八
五
三
）
が
直
接
関
わ
り
、
隠
居
所

で
あ
る
西
浜
御
殿
で
作
っ
た
御
庭
焼
で
、
楽
焼

や
、
鮮
烈
な
紫
と
浅
葱
色
に
彩
ら
れ
た
交
趾
写

の
磁
器
が
特
徴
的
で
す
。
全
国
の
御
庭
焼
の
中

で
も
特
に
有
名
で
、
明
治
時
代
に
は
外
国
で
の

人
気
も
高
く
、
模
造
品
が
盛
ん
に
輸
出
さ
れ
た

ほ
ど
で
し
た
。
瑞
芝
焼
は
、
紀
州
で
は
最
も
長

く
操
業
し
た
民
営
の
窯
で
、
質
の
高
い
青
磁
を

得
意
と
し
ま
し
た
。
南
紀
男
山
焼
は
、
藩
の
主

導
で
経
営
し
た
大
規
模
な
窯
で
、
白
地
に
青
の

染
付
を
中
心
と
し
た
陶
磁
器
を
大
量
に
生
産
し

ま
し
た
。
陶
磁
器
製
作
の
指
導
に
は
、

楽
旦
入
（
一
七
九
五
～
一
八
五
四
）、

永
楽
保
全
（
一
七
九
五
～
一
八
五

四
）、
仁
阿
弥
道
八
（
一
七
八
三
～
一

八
五
五
）
な
ど
京
都
の
著
名
な
陶
工

を
招
き
、
藩
内
で
も
、
光
川
亭
仙
馬

な
ど
の
名
工
が
登
場
し
ま
し
た
。
多

く
の
人
が
関
わ
り
生
ま
れ
た
華
や
か

な
や
き
も
の
は
、
紀
州
の
繁
栄
と
文

化
の
爛
熟
を
如
実
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
県
立
博
物
館
に
は
、
紀
伊
徳
川
家
一
六
代
当

主
・
頼よ

り

貞さ
だ

（
一
八
九
二
～
一
九
五
四
）
が
収
集

し
た
西
洋
の
楽
譜
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
南な

ん

葵き

音お
ん

楽が
く

文ぶ
ん

庫こ

の
貴
重
な
資
料
が
九
八
件
寄
託
さ
れ
て

い
ま
す
（
読
売
日
本
交
響
楽
団
所
蔵
）。
今
年
度

は
、
月
替
わ
り
で
そ
れ
ら
の
中
か
ら
数
点
ず
つ

選
ん
で
、
二
階
の
文
化
財
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
展

示
し
ま
す
。

　
こ
の
展
覧
会
で
は
、
そ
の
な
か
で
も
制
作
年

が
判
明
す
る
作
品
を
集
め
る
こ
と
で
、
刻
々
と

変
化
す
る
意
匠
の
歴
史
や
同
時
期
の
窯
同
士
の

つ
な
が
り
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
が
わ
か
る
展

示
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
当
館
で
の
や

き
も
の
を
テ
ー
マ
に
し
た
特
別
展
は
、
二
三
年

ぶ
り
の
開
催
で
す
。
展
覧
会
図
録
も
発
行
し
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

偕楽園焼　交趾釉月梅図皿　永楽保全作
（滴翠美術館蔵）　文政10年（1827）

南紀男山焼　染付葵文散火鉢（長保寺蔵）
文政12年（1829）

清寧軒焼　赤楽茶碗 銘「福禄寿」（館蔵）
天保15年（弘化元年、1834）

イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
（
読
売
日
本
交
響
楽
団
蔵
）

瑞芝焼　青磁薔薇蝶文花生（個人蔵）

春
特
別
展

紀
伊
徳
川
家
や
き
も
の
新
時
代

―
富
国
と
栄
華
の一九
世
紀
―

四
月
二
一
日（
土
）〜
六
月
三
日（
日
）

コ
ー
ナ
ー
展
示

南
葵
音
楽
文
庫
の
貴
重
資
料

四
月
一
日
〜
三
月
三
一
日（
連
続
一
二
回
）



開館時間　 �午前 9時 30 分～午後 5時（入館は午後 4時 30分まで）
休 館 日　 �月曜日（祝休日の場合は翌平日）、年末年始。展示替えにと

もなって臨時休館する場合があります。詳しくは博物
館までお問い合わせください。

国
宝
・
古
神
宝
の
世
界

―
熊
野
速
玉
大
社
の
名
宝
―

徳
川
治
宝
が
生
き
た
時
代

熊
野
と
和
歌
浦

―
き
の
く
に
の
名
所
を
た
ず
ね
て
―

西
行―紀

州
に
生
ま
れ
、

　
　
　
紀
州
を
め
ぐ
る
―

和
歌
山
の
文
化
財
を
守
る

城
下
町
和
歌
山
を
歩
こ
う

博
物
館
で
い
き
も
の
め
ぐ
り

紀
伊
徳
川
家

や
き
も
の
新
時
代

―
富
国
と
栄
華
の一九
世
紀
―

き
の
く
に 
縁
起
絵
巻
の
世
界

―
開
か
れ
る
秘
密
の
物
語
―

き
の
く
に
の
歩
み

―
人
々
の
生
活
と
文
化
―

３
月
9
日（
土
）〜

４
月
21
日（
日
）

１
月
26
日（
土
）〜

３
月
3
日（
日
）

12
月
8
日（
土
）〜

１
月
20
日（
日
）

10
月
13
日（
土
）〜

11
月
25
日（
日
）

９
月
1
日（
土
）〜

10
月
4
日（
木
）

７
月
14
日（
土
）〜

8
月
26
日（
日
）

６
月
9
日（
土
）〜

７
月
8
日（
日
）

４
月
21
日（
土
）〜

６
月
3
日（
日
）

３
月
10
日（
土
）
〜

４
月
15
日（
日
）

4
月
1
日（
日
）〜

10
月
4
日（
木
）

12
月
8
日（
土
）〜

３
月
31
日（
日
）

常設展企画展特別展西行法師
生誕900年
記念特別展

企画展企画展 夏休み企画展企画展企画展企画展 平
成
30
年
度
の
展
覧
会

お
知
ら
せ

◆�

主
要
な
作
品
を
イ
ヤ
ホ
ン
式
ガ
イ
ド
機
で
解
説
す
る
音
声
ガ
イ
ド
を
用

意
し
て
い
ま
す
（
一
般
二
○
○
円
、
高
校
生
以
下
一
○
○
円
）。
常
設
展
に

つ
い
て
は
、
上
級
コ
ー
ス
・
外
国
語
版
（
英
・
中
・
韓
）
も
あ
り
ま
す
。

◆�

博
物
館
で
は
、学
校
行
事
で
の
利
用
は
も
ち
ろ
ん
、職
場
体
験
や
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・
教
員
研
修
な
ど
、学
校
と
連
携
し
た
教
育
・
普
及
活

動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
詳
し
く
は
当
館
学
芸
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
案
内
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館（
博
物
館
と
な
り
）の
展
覧
会

博物館の利用案内

入　　館　　料
至なんば

南海本線

●和歌山市役所

和歌山県立近代美術館

和歌山城和歌山県庁
●

至大阪

国道24号

至和歌山港

県
庁
前

至
新
宮

至
新
宮

J
R

き
の
く
に
線

至阪和道
和歌山I.C.

至王寺

JR
和歌山線

至天王寺
至奈良

J
R

阪
和
線

わかやま電鉄
貴志川線

けやき大通り

和歌山県立博物館N

和歌
山市

和
歌
山

国
道
42
号

三年坂通り

交　通

JR和歌山駅または南海和歌山市駅から
「県庁前」（バス停）下車、徒歩2分

※�高校生以下、65歳以上、障害者、県内に在学中の外国
人留学生は無料です。

※企画展示室の展示替え期間中は常設展示のみとなります。

〈特別展 紀伊徳川家 やきもの新時代〉
� 〈常設展示も行っています〉

一　般 大学生
個������人 510円 300円
団������体 410円 250円

〈特別展 西行〉� 〈常設展示は行っていません〉
一　般 大学生

個������人 1,000円 800円
団������体 ��800円 600円

〈常設展・企画展〉�
一　般 大学生

個������人 280円 170円
団������体 220円 140円

和
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県
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博
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博
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�

平
成
30
年
（
2
0
1
8
）
3
月
発
行　

　

三
万
年
に
わ
た
る
き
の
く
に
―
和
歌
山
県
の
歴
史
を
、
人
々
の
生
活
と
文
化
を
主
題
と
し
て
、
七
つ
の
コ
ー

ナ
ー
に
分
け
て
、
時
代
の
順
に
わ
か
り
や
す
く
展
示
し
ま
す
。
各
コ
ー
ナ
ー
に
は
、「
さ
わ
れ
る
レ
プ
リ
カ
」
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
特
別
展
「
西
行
」
の
開
催
期
間
中
は
、
常
設
展
示
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

寺
社
が
造
ら
れ
た
歴
史
や
そ
の
霊
験
を
文
と
絵
で
あ
ら
わ
し
た
縁
起
絵
巻
は
、
神
仏
の
秘
密
の
物
語
に
接
す

る
た
め
の
マ
ジ
カ
ル
ア
イ
テ
ム
で
す
。
和
歌
山
県
内
に
伝
わ
る
中
世
〜
近
世
に
か
け
て
作
ら
れ
た
優
れ
た
縁
起

絵
巻
を
公
開
し
そ
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

　

紀
州
で
の
陶
磁
器
（
や
き
も
の
）
生
産
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
始
ま
り
、
一
九
世
紀
初
頭
か
ら
明
治
一
〇
年

（
一
八
七
七
）
過
ぎ
ま
で
の
約
八
〇
年
間
に
、
最
も
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
紀
州
三
大
窯
と
称
さ
れ
る
偕
楽

園
焼
・
瑞
芝
焼
・
南
紀
男
山
焼
を
中
心
に
、
一
九
世
紀
の
紀
州
の
や
き
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

　

身
近
に
生
息
す
る
動
物
や
植
物
は
、
し
ば
し
ば
絵
画
な
ど
の
作
品
に
も
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
見
な
れ
な

い
生
物
に
対
す
る
人
び
と
の
興
味
も
深
か
っ
た
よ
う
で
す
。
江
戸
時
代
の
紀
州
の
絵
画
に
表
さ
れ
た
、
さ
ま
ざ

ま
な
動
植
物
の
す
が
た
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

江
戸
時
代
、
城
下
町
和
歌
山
は
江
戸
・
大
坂
・
京
都
・
名
古
屋
・
金
沢
・
鹿
児
島
・
広
島
に
次
ぐ
八
番
目
の

都
市
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
企
画
展
で
は
、
城
下
町
に
住
ん
だ
武
士
や
町
人
た
ち
の
生
活
を
わ
か

り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

　

過
疎
化
や
高
齢
化
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
縮
小
は
、
地
域
住
民
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
文
化
財
の
継

承
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
多
発
し
て
い
る
文
化
財
盗
難
と
そ
の
対
策
な
ど
、
和
歌
山
の
歴
史
遺

産
を
守
る
た
め
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

平
安
時
代
の
歌
人
西
行
は
、
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
紀
伊
国
田
中
荘
の
佐
藤
氏
一
族
の
家
に
生
ま
れ
、
出

家
後
、
主
に
高
野
山
・
天
野
で
隠
遁
生
活
を
送
り
つ
つ
、
熊
野
な
ど
も
訪
れ
、
全
国
各
地
に
遊
行
の
旅
に
出
て
、

歌
を
詠
み
ま
し
た
。
紀
州
が
生
ん
だ
歌
人
西
行
に
ま
つ
わ
る
文
化
財
を
そ
の
足
跡
と
と
も
に
振
り
返
り
ま
す
。

　

和
歌
山
県
を
代
表
す
る
景
勝
地
の
熊
野
と
和
歌
浦
は
、
そ
れ
ぞ
れ
世
界
遺
産
・
日
本
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
古
く
か
ら
人
び
と
が
そ
の
風
景
に
感
動
し
、
絵
画
作
品
な
ど
に
表
現
し
ま
し
た
。
県
立
博
物
館
の
収

蔵
品
を
通
じ
て
、
当
時
の
人
び
と
の
思
い
に
迫
り
ま
す
。

　

熊
野
三
山
の
一
つ
と
し
て
古
来
信
仰
を
集
め
る
熊
野
速
玉
大
社
に
は
、
天
皇
や
室
町
将
軍
等
に
よ
っ
て
奉
納

さ
れ
た
お
よ
そ
一
〇
〇
〇
点
の
「
古
神
宝
」
が
伝
わ
り
ま
す
。
神
々
に
捧
げ
ら
れ
、
現
在
は
国
宝
と
も
な
っ
て

い
る
古
神
宝
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

紀
伊
藩
一
〇
代
藩
主
と
な
っ
た
徳
川
治
宝
は
、
中
･
下
級
家
臣
を
抜
擢
し
、
従
来
の
家
老
ら
に
よ
る
藩
政
の

流
れ
を
変
え
よ
う
と
す
る
と
と
も
に
、
文
雅
を
楽
し
む
政
策
も
行
い
ま
し
た
。
こ
の
企
画
展
で
は
、
残
さ
れ
た

資
料
か
ら
治
宝
の
生
き
た
時
代
を
紹
介
し
ま
す
。

企
画
展
「
産
業
と
美
術
の
あ
い
だ
で
印
刷
術
が
拓
い
た
楽
園
」

会
期
：
平
成
30
年
4
月
14
日（
土
）〜
6
月
24
日（
日
）

企
画
展
「
な
つ
や
す
み
の
美
術
館
8
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
」

会
期
：
平
成
30
年
7
月
7
日（
土
）〜
9
月
2
日（
日
）

企
画
展
「�

和
歌
山
―
日
本

�

和
歌
山
か
ら
近
代
・
美
術
、�

　

そ
し
て
近
代
美
術
館
を
見
つ
め
る
」

会
期
：
平
成
30
年
9
月
8
日（
土
）〜
10
月
20
日（
土
）

特
別
展
「
創
立
１
０
０
周
年
記
念
国
画
創
作
協
会
の
全
貌
展
」

会
期
：
平
成
30
年
11
月
3
日（
土
）〜
12
月
16
日（
日
）

西
行 

― 

紀
州
に
生
ま
れ
、紀
州
を
め
ぐ
る 

―

駐 車 場　 
入館者

2時間まで 無　　料
以後 30 分ごと 100 円

　　　　 　※�大型バスでご利用の場合はお問い合わせ下さい。

まちなかの博物館・美術館をめぐろう！
和歌山市内５館（和歌山県立近代美術館、和歌山県立博物館、和歌山市立博物館、和歌山城
天守閣、わかやま歴史館）の相互割引制度がありますので、是非ご利用ください。


